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海外留学相談業務から見た留学の現況
出原節子
要 旨
富山大学留学生センターには, 日本語教育部門と留学生指導部門の2つの部門が設置されている。筆者は1999年
9月より留学生指導部門を担当し,留学生に対する生活 ・修学及び異文化適応上の指導 ・助言をおこなっているが,
同時に海外留学を希望する学生の留学相談にものっている。留学相談を業務としている部署は,学内では留学生指
導部門だけである。
留学の相談にはのるが,送り出しをしているわけではないので,相談者のうちの何人が実際に留学したのか不明
である。また,留学体験談を聞く機会も少なく,フィー ドバックがない状況のため,業務として留学相談をおこなっ
ていながら,留学の実態が見えない。そこで,今後留学相談に訪れる学生への適切なア ドバイスの参考にするため,
5人の学生との面接調査及び座談会をおこない,留学体験を語ってもらった。会話はテープに録音し,文字化した。
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1 はじめに
富山大学から学資金給付 (国際交流活性化推進事業)を受けて留学している学生は,2002年度後学期
現在, ロシアと韓国に各々1人いる。また,2002年度の 「短期留学推進制度 (派遣)計画」に係わる奨
学金支給割り当て人数は第 I期 (2002年4月～ 7月の留学期間開始予定)に 1人,第Ⅱ期 (2002年8月
～11月の留学期間開始予定)に 1人である。
自費による留学に関しては,各学部事務部に問い合わせた結果,長期の留学は単位が関係するため届
出があるので,把握できているが',休暇等を利用した短い期間 (1か月前後)の留学に関しては,正
確な把握はできないということである。②
筆者は1999年月から海外留学を希望する学生の相談にのってきたが,学部事務部同様に,相談者の
うちの何人が留学したのか残念ながら把握していない。また,留学した学生から体験談を聞く機会も乏
しく,留学の実態がなかなか見えない状況である。
留学相談業務をおこなうにあたっては,筆者には過去に約 5年間の留学経験があるので,その体験を
軸にしてア ドバイスをおこなってきた。 しかし,筆者が留学した頃 (1980年代)に比べると,現在は留
学に関する出版物も増え,またインターネットを使えば簡単に情報が手に入る時代になっている。留学
することもかなリー 般的になり,海外留学のパラダイムも変化している。 したがって,現代の若い学生
には,同時代 0同世代の学生の視点からのア ドバイスも必要なのではないかと考える。そこで, 5人の
留学経験者に留学の 「今」について語ってもらい,今後の業務の参考にしたいと思う。
2 調査の対象
調査の対象である学生 (以下,調査対象者という)5人のうち4人は,留学生センター日本語研修コー
スの 「日本事情」授業に 『国際交流学生ボランティア③』として参加している学生である。この授業は
筆者が担当しているので,比較的学生の動向をつかみやすく,今回の調査依頼となった。
調査対象者のプロフィールを以下に紹介する。
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学生 A B C D E
留学時期
01/3/1～
02//2//29
02/9/1～
02//9//28
01/9/29～
02//1//28
02/8/29～
02//9//28
01/8/12～
01//9//3
留 学 先 中国 カナダ オース トラリア ニュー ジー ランド アメリカ
留学機関
大学 (学部交流
協定校の語学セ
ンター)
語学学校
1週間英語研修後,
中 ・高校で日本
語教師のボラン
ティア ・アシス
タント
語学学校 語学学校
費  用
自費
学費無料
生活費 2万円/月
自費
(40～50万円)
自費
プログラム参加費用100万円 自費 (約
30万円)自費 (約40万円)
備  考
国際交流学生
ボランティア
国際交流学生
ボランティア
国際交流学生
ボランティア
01/4～02/3休学
国際交流学生
ボランティア
高校時代に短期
留学体験
3 留学相談者
留学生指導部門におけるこれまでの延べ相談件数は,1999年月から2001年3月までに 15件,2001
年度は26件,2002年4月から2003年1月末までに30件である。
面談した学生総数は日本人学生41人,中国人留学生3人の計44人である。学部ごとの内訳は,経済学
部18人,人文学部15人,理学部5人,工学部3人,教育学部3人となっており,全て自費による留学に
ついての相談であった。
今年度に限ると,経済学部7人,人文学部3人,教育学部3人,理学部2人,工学部2人の計17人で
ある。このうちの2人は今年度以前にも相談に訪れた中国人留学生である。相談者は圧倒的に女性が多
く,男性4人に対し13人となっている。
調査対象者の5人に関しては,留学相談があったのはB・DOEである。Aからは相談というより 「中
国に行きたいと思っている」程度の話があり,留学をすることが決定した後に報告があった。B・D・
Eからは,ほとんど行くことを決めた段階での相談があり,Bは頻繁に相談に訪れた。Cからは留学相
談も帰国報告もなく,Cが帰国後に国際交流学生ボランティアに登録した時点で,留学していたことを
知った。
ちなみに,留学するに際して,B・D・Eは大学にも指導教官にも 「届出」をしていない。
4 相談者の留学目的
筆者のところに相談に訪れた学生の留学目的は大きく別けると,次の2つである。
① 語学学習が目的。短期間 (2週間～8週間)で留学を “体験"したい。異文化を覗いてみたい。あ
るいは長期間 (1年程度)語学学校で学びたい。
② 海外の高等教育機関 (大学等)で学びたい。もしくは,富山大学を辞めて,海外の大学に編入した
い 。
①タイプの短期の留学を考えている学生は建設的に留学を提え, 自分の中でかなり計画を練り上げて
から相談に来る学生が多かった。調査対象者のB・DOEもこのタイプである。このタイプは語学学習
が目的なので,授業との関係や費用などの点で特別問題がなければ,積極的に留学を勧めている。言語
は文化と深く結びついているため,その言語が使われている文化を体験することは意義があると考える
からである。語学学校へ長期間の留学を希望する学生は短期留学希望者に比べると,留学への迷いが見
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られた。また,留学で語学力が伸びなかった時のことを一様に心配していた。
②のタイプは,留学の動機を尋ねると,半数以上が 「今の大学生活に満足していないから」,「日本の
大学はつまらないから」と答え,現状逃避のために留学を考えているような印象を受けた。大学に編入
したり,専門科目を学ぶためには高度な語学能力を必要とし,英語圏の場合でいえば,多 くの大学が
TOEFLで500点以上のスコアを条件にしていることを告げると,たいていはあっさり諦める。こちら
としては,真剣に大学で学ぶことを目的とするなら,その条件を満たす努力をして欲しいと思うのだが。
しかし,中には,「今の語学力では大学には入れないと思うから,現地の語学学校で半年から1年間英
語を勉強して英語力をつけ,その後大学に編入したい。現地の友達の紹介でホームステイ先もある」と
具体的な計画を持って相談に来た学生が 1人,「将来, ドイツの研究機関で物理学を学びたい。そのた
めの語学力をつけたいが, どうしたらよいか」と相談に来た学生が 1人いた。
なお,①のタイプでも②のタイプでもない,次のような相談も1件あった。
事例 :
海外 (英語圏)で日本語を教えながら,英語漬けの生活がしたいと希望。「日本語を教えること」と
「英語を学習すること」のどちらがやりたいことか尋ねると, 日本語教師になりたいわけではないとの
こと。ただ,『peace』という団体が, 3か月間37万円で,外国で日本語を教えながら英語を勉強しよう
というプログラムを実施しており,それに参加してみようかと思っているということであった。
この学生は大学 1年生の時, 1か月間オース トラリアの語学学校に短期留学 (旅行社の企画)した経
験があるが,その時は日本人ばかりであまり英語の勉強にならなかったので, 日本人がいないところに
行きたい,さらに,語学学校ではなく,できたら大学のような高等機関で専門の勉強をしたいと希望。
この学生には,「日本語を教えること」と 「英語漬けの生活を送ること」には矛盾があることを,筆
者自身の体験④から説明。さらに, 日本語教師になりたいわけでないなら, 日本語を教えるプログラム
に参加する必要があるのか,プログラムの内容が果たして費用に見合うものかどうか,再検討すること
をうながした。また,大学のような高等教育機関で専門的に何かを学ぶためには,当然現地の人と同等
に近い語学力が必要なので, 自分の実力を知るためにTOEFLの受験を勧めた。長時間の面談の結果,
「相談できてよかった。もうちょっとでpeaceに申し込むところだった。もう一度留学についてよく考え
ます」と言って帰った。
ほかには,「夏休みに公務員講座を受けるべきか,それとも短期留学するべきか」,「就職試験に留学
が役に立つと聞いたが,本当にそうなのか」といった相談があり,留学の相談をしているうちに進路相
談や就職相談になっていることがあった。
5 調査対象者の留学の動機 ・目的
調査対象者の留学の動機 ・目的を以下に紹介する。(対面調査による)
A:将来,地方自治体の国際交流センターのような所で日中関係の仕事がしたいと思っている。その
ためには語学が必要だし,実際の社会や文化を見てみたかった。富山大学と遼寧大学の間に単位の互換
制度ができて,休学しなくても行けるようになったことを聞いたので,いいチャンスだと思った。
B:ずっと外国に憧れていた。常々外の世界を見たいと思っていた。でも,語学が苦手なので,無理
だと思っていた。ところが,Dちゃんが 「留学する」と言うのを聞いて,取り残されたような感じがし
た。就職も決まったし,「私も負けちゃいられない」と思って。それが,動機と言えば動機だけど,決
していい加減な気持ちで行った訳ではない。
C:動機は2つある。 1つは, 1年生の時の専門の教科が,大学でやっていることが,あまり面白く
なかった。もう1つは, 日本語教師に興味があった。日本語教師について知りたいと思つていた時,イ
ンターネットで日本語教師アシスタントプログラムのことを知った。思い切って, 1年間休学して,前
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半でお金をため,残りの期間でプログラムに参加した。ここが嫌だから行くというのは,ただ逃げてい
るだけで行 く意味はない。確かに私は 「ここが嫌だった」けど,「これがやりたい」という気持ちの方
が大きかった。
D:英語が好きで,話したい。でも, 日本ではあまり英語を話す場がない。日常で英語を使ってみた
いと思ったから,まわりが全部英語という環境がある場所に行きたかった。 3年になると夏休みでも忙
しくなると思ったので, 2年の休みのうちに行こうと思った。
E:高校の時の留学がとてもためになり, もっと語学力や文化の知識をつけたかった。
筆者は今まで,留学の動機や目的を重視してア ドバイスをおこなってきたのだが,意外だったのは:
「留学をする0しないに, 目的はあまり関係ないと思う」という調査対象者の意見である。「目的」以上
に留学に必要なことは 「勇気 0思い切り・勢い 。タイミング」だというのが, 5人の一致した意見であ
る。「留学したい気持ちはあっても,就職活動のことなどを考えると,留学のメリット以上にデメリッ
トの事を考えてしまうので,なかなか一歩が踏み出せないから」というのが,その理由である。
6 留学で得たもの
留学で何を得たかという間に,調査対象者は面談調査で以下のように答えている。
A:現地についての情報と実際に自分が生活したこと,感じたことには開きがあった。よく言われて
いるようなステレオタイプの中国ではなく,多様な考えを持つ人々や文化に接することができて,考え
方や視野が広がった。自己を主張するのも大切だが,寛容さや柔軟性がより重要だという考えに至った。
忍耐強くなった。異文化に対する適応力が以前より格段に高くなったように思う。また,現地での人々
の親切や友情というものは,何にも変え難い収穫だった。
B:直接差別は感じなかったが,自人優位の社会だと思った。違う世界を見られたことで視野が広がっ
た。英語もできないのに1人で行ったことで自分に自信を持つようになった。積極的になった。外国に
ますます興味を持つようになり, 日本も大好きになった。遅しくなって精神的に成長したと思う。それ
から,私は富山で生まれて,富山で育って,ずっと地元で就職したいと思っていた。念願叶って地元に
就職できたけど,海外に行ってみて,「私のあの “地元"へのこだわりは何だったんだろう」と思う。
次は3か月 ぐらい行きたい。そして,頑張って語学の勉強をする。
C:日本語教師がどのようなものか分かったし, 日本語教師の厳 しさもよく分かった。それでも, 日
本語教師になりたいので,今年からそのための勉強を始めた。来年あたりには日本語教師になるための
試験を受けたいと思っている。私は1年生のときの授業が面白くなくて,このまま4年間ダラダラ過ご
したら,無駄だと思った。それだったら, 1年間自分のやりたいことを思いっきりやろうと思った。こ
の1年は私の人生にとって,重要な1年だった。この 1年がなかったら,あのまま休学しないで3年生
になっていたら,結局やりたいこともないまま終わっていたのではないかと思う。自分が何をしたいか
わからなかったので,それを探すために行ったように思う。自分の考えが前よりはっきりした。今度は,
日本語教師として行きたい。留学はあくまで経験。経験を生かして,これからどうするかが大切だと思
う。英語研修は1週間しかしなかったが,たった1週間でも英語に慣れた。英語研修しなかったら英語
を話すことに抵抗があったと思うので,ためになった。
D:英語に関しては, 日に見える上達はなかったが, 1か月間海外で過ごすことができたという事実
で自分に自信がついた。また,恐れずに英語で話すことができるようになった。語学だけでなく文化も
学ぶことができた。自分自身の見方が変わり,世界に対して視野が広がった。
E:アメリカやアメリカ人,外国人について深 く考えるようになった。自分自身のことについても考
えた。自分たち (自分の国)の文化を大切にしなければならないと考えるようになった。視野も広がっ
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た。外国で生活することの大変さもわかった。ただ,英語研修が目的だったので,「研修しなきゃ !」
と目的に縛られ過ぎたような気がする。もう少し広 く考えて行った方がよかったかもしれない。一人で
行って自分に自信がついたし英語に抵抗もなくなったので,次は違った形 (例えば,語学学校ではなく,
大学やボランティアなど)で留学したいと思う。でも,思ったより英語をしゃべる機会がなくて,残念
だった。
留学によって学生達は多くのものを得ている。得たものは各々異なるが,全員が, 日本 (富山)にい
ただけでは見えていなかったものが外の世界に出ることで見えてきて,「考え方や視野が広がった」り,
「自分に自信がついた」ことが最大の成果だったと答えている。だが,「誰でもが留学すれば何かが得ら
れるわけではなく,得る・得られないはその人次第。留学したら自然に何かが得られるという甘い考え
は持たない方が良い」とのことである。
英語力に関しては,短期間だし, 日本人も多くてあまり勉強にならなかったとのことだが,英語を話
すことに抵抗がなくなったことは成果であろう。Aは留学によって中国語が格段に上達したと自己評価
している。
7 留学と国際適応能力の向上
デーヴィッド・マツモ ト(1999)は, 日本人はIntercultural Adjustment Potential(国際適応能力)
が低いと指摘する。国際適応力診断テス ト (ICAPS)の国際比較データによると,異文化適応,つま
り国際適応に必要な4つの最重要心理要素 (①自尊心 ・自己受容,②曖昧なことに対する忍耐度,③批
判的な考えと創造性,④解放性と柔軟性)の判定において, 日本人の平均点はかなり低い結果になって
いる。
マツモ トは, 4つの要素の中でも, 自尊心は最も重要なものであると言う。「というのも, 自尊心の
ない人たちは, 自分の感情を規制したり,心を開いて柔軟な姿勢をとったり,批判的な考え方をしたり
することができなくなるからです。いっぽう, 自尊心 0自意識 0自信があり, 自分に満足している人た
ちは,曖昧な状況にも耐えられ,新しい考えとその方法,思考と経験に心を開き,柔軟性を発揮でき,
問題にたいして新しい解決方法を批判的 ・創造的に考えることができます。したがって, 自尊心はほか
のスキルすべての心理要素のモニター的な存在といってもよいでしょう」と自分に自信をもつことの大
切さを述べている。
ということは,調査対象者全員が留学したことで 「自分に自信がもてるようになった」と述べている
ことには大きな意味がある。
8 留学と人材の国際化
最近,首都圏周辺のいくつかの中学 ・高校の 「学校案内」を目にする機会があった。それらの学校の
`売り',つまリキーワー ドは判で押したように 「国際化」であり 「情報化」である。そして,「国際
化」は英語ができること,「情報化」はコンピュターが使えることと解釈されているようだ。さらに,
海外 (語学)研修プログラムも学校の大きな売りになっており,「国際化=英語」「英語=留学 (海外研
修)」といった図式はまだまだ根強いように感じられる。それを裏付けるかのように,多 くの教育機関
では,語学力 (主に英語)の向上,あるいは国際性の涵養を目的として生徒や学生を海外に派遣してい
る。
統計⑤によれば, 日本人の留学先の80%は欧米諸国となっており,圧倒的な人気がある。筆者のとこ
ろに留学相談にやってくる学生も,過去には留学希望先としてタイやセルビア等もあったが,2002年度
に限れば,全員が英語圏への留学を希望しており, 自分の将来に英語が必要だと述べている。
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確かに,善し悪しや好き嫌いは別として,英語が世界の共通語の地位を得ていることは誰もが認める
ところであろう。 4人に1人が英語を話すと言われる時代である。英語はできないより,できた方がよ
さそうだ。
英語に限らず,その国の言葉が分れば, コミュニケーションは容易であろう。しかし,言葉ができて
も異なる文化圏の人とのコミュニケーションがうまくいくとは限らない。異文化の人々とコミュニケー
ションをとるためには言葉だけではなく,様々な要素が必要となる。それは,オープンで柔軟な心であ
り,異なる考え方を理解し,尊重する姿勢であり, 自文化を基準にした物の見方にとらわれない態度で
はなかろうか。これらを具え,「異文化に適応 して生活すること」ができることが国際化の条件ではな
いかと考える。
では,学生は 「国際化と留学」についてどのように考えているのだろうか。座談会のテーマとして学
生同士で自由な意見交換をおこなった。
まず,「国際化」,「国際人」という言葉については,「定義がよくわからない」,「好きじゃない」と醒
めた見方をしつつも,ある学生は,「留学することがイコール国際化ではないと思う。それより,大学
にはせめて語学関係の授業だけでもいいから, もっとネイティブスピーカーの先生を増やすなどして,
"内"の国際化をしてもらいたい。そうすれば,全学の学生のためになると思う。留学は皆ができるわけ
ではなく,ほんの一部の学生のためのもの。全学の学生が国際化しなければ意味ない。そのためには,
送り出すより (留学生の)受入れを増やした方がいいと思う」と提案している。
他の調査対象者からも 「1度は外国人の先生の英語の授業が受けられると思っていたけど, 1度もな
かった。もっとネイティブスピーカーの先生を増やしてほしい」という要望があった。
また,「外に出なければ国際化しないという発想はおかしい。外国に行かなくても,充分国際化でき
ると思う。私はセンターの 『日本事情』の授業を通して,人とのつながりの大切さを学んだ。正直に言
うと,授業に参加する前は中国やアジアの人に偏見と言うか見下すようなところがあった。でも,セン
ターのボランティアになって,留学生と一緒にいろんなことをするようになって,そんな気持ちはまっ
たくなくなった。私はここ (センター)で `異文化への適応'を学んだ。ここでの経験があったからこ
そ,英語もわからないのに,留学にあ、みきれた。ここの経験は本当に貴重だった」と筆者にとっては,
大変嬉しい言葉もあった。
5人共,留学経験を 「 `国際化'できたかどうか分からないけど,大変有意義であった」と高く評価
している。「海外に行 くことで, 自分の価値観を知ることができるし,何か始めるきっかけにもなる。
新しい環境で自分をみがくチャンスにもなるので,是非,他の学生にも留学を勧めたい」と言う。しか
し,「留学は一人で行ってこそ意義がある。 したがって,大学のお膳立てした語学研修や表層的な社会
見学を中心としたプログラムに皆揃っていく留学には,大きな意義はないと思う」というのが一致した
意見である。
但し,留学は 「したい」から 「できる」というものではなく,大いなる勇気が必要だ。その勇気がな
い人には,皆で揃って行く研修プログラムは 「きっかけ」としては良いのではないか。「ちょっ
ためし」の留学があってもよい,必要ではないかと言う意見もあった。
9 おわりに
調査対象者から忌憚のない率直な声を聞くことができ,今後の 「留学相談業務」ばかりではなく,筆
者のおこなっている異文化教育にとっても貴重なフィードバックになった。
筆者が属している 「異文化コミュニケーション学会③」の研修会等においても, 日本人学生のアサー
ティヴ・コミュニケーション能力の欠如を多くの学会員が指摘しているが,調査対象者はしっかりとし
た自分の意見を持ち,臆せず表現していることを心強く感じた。
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「和をもって貴し」としてきた文化の中では,人と異なる意見を述べたり, 日立つような言動は評価
されないことが多い。海外に扉を閉ざし,ひっそりと内輪だけで暮しているうちは別にそれでもかまわ
ないが,現代のボーダレス社会にあっては世界の動きから取り残されてしまう恐れがあることを認識 し
なければならない。そのためには, 自分の考えをもつこと。そして,その考えを意見として伝えられる
こと。人材の国際化はそこから始まるのではないだろうか。
今回,面談調査及び座談会をおこない,学生達が留学によって大きく成長し,「国際化」に向け確か
な一歩を踏み出している手ごたえを感じることができた。
後日,調査対象者の 1人から 「ほかの留学体験者の話が聴けて,大変ためになった。語学研修に行っ
たことの意味が,実は自分でもよくわからなかったが,皆と話すことでわかった」とメールがあった。
今後は, もっとこのような機会を設け, これから留学を考えている学生にも,留学体験者の話を聞いて
もらうことを考えたい。
また,各学部とも学生の所在把握のため,留学する学生には必ず 「届出」を出してもらいたいという
ことなので,今後は相談に訪れた学生に,たとえ休暇中の短い留学であっても 「届出」をするよう言い
添える必要がありそうだ。
注
2000年度 :人文学部 (10人),工学部 (3人)
2001年度 :人文学部 (10人),教育学部 (1人),工学部 (7人),理工学研究科 (1人)
工学部 :休暇中の語学学校などへの短期留学については,ほとんどの学生が 「届出」をしていないようなので,
正確な把握が難しい状況。届出に関してオリエンテーションなどでも触れていないので,学生は知らないので
はプまいか。
理学部 :学部への 「届出」の義務はない。
ようだが,その数は不明。届出に関してオ
う。
教育学部 :海外に出る時は渡航届けを出すのが望ましいが,定まった様式はない。休暇中などの短期留学は届
け出ない場合もあるので,把握が難しい。届出に関してオリエンテーションなどでも触れていない。
経済学部 :学生の所在把握のために 「届出」を出してもらいたいが,出さないで行 く学生もいるようだ。その
学生に関しては把握できない。届出に関してオリエンテーションなどでも触れていないので学生は知らないの
ではないか。
人文学部 :人文学部学生交流実施要項に,留学についての記載があるが,その内容が学生に周知徹底している
わけではない。単位認定や授業と関係がある場合は届け出ているが,休暇中などの短い留学の場合は届け出な
いようなので,そうした学生の把握はむずかしい。
(3)留学生と日本人学生の合同による授業 (日本事情)に参加 している日本人学生。「富山大学留学生センター紀
要創刊号」参照。
(0 筆者は1996月9 より1999年8月まで,フランス ・ボル ドー 大学日本語学科で専任講師として日本語及び日本
文化について教えていた。
幅)ユ ネスコ文化統計年鑑 (1999年版)
(6)SIETAR(Society for lntercultural Education,Training And Research)」APAN
http://wwwosietar―japan.o g/
したがって,休暇中などに届出をしないで短期留学する学生がいる
リエンテーションなどでも触れていないので,学生は知らないと思
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